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有機性資源の循環利用

The circulation use of biomass

鹿追町バイオマスタウン構想

【地域のバイオマス利活用方法】 鹿追町では、家畜排せつ物、下水汚泥等、廃棄物系バイオマスの利活用が主体となる。家畜排せ
つ物の処理は、個別処理方式と集中処理方式によるが、農地への施用には耕種農家との連携が重要である。
バイオマス由来の堆肥、液肥、消化液のほ場施用の適正化を図ることで、土壌の理化学性の改善を図り、化学肥料の節減効果が
期待できる。適正量を施用し化学肥料を節減するためには、土壌診断の実施とバイオマスから供給される養分を考慮した肥料バラ
ンスが重要となる。町内には、肥料配合施設（JA鹿追町肥料配合工場）が整備されたことから、個別のほ場条件に対応した適正養
分の施用が可能となった。
現在、稼動中である下水汚泥と事業系生ごみを主体とした堆肥化センターと一体的に、家畜排せつ物の適正処理とほ場施用の適
正化を推進する。

【集中型バイオガスプラントの処理規模】

①バイオガス化施設

・処理規模：夏期89.8 m3/d・冬期94.8 m3/d

・バイオガス発生量

　夏期3,709 m3/d・冬期3,918 m3/d

②堆肥化施設処理規模

・3/1～11/30；44.5 m3/d

・12/1～2/28；62.1 m3/d
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【バイオマスタウン構想の概要】 地域の主たるバイオマスである廃棄物系バイオマスによる良質な堆肥の生産、堆肥・消化液の効
率的な散布の実施、さらには、バイオガスから得られるエネルギー利用から新たなバイオマス利用技術体系を確立し、耕畜連携の
確立と地域住民の連携により自然環境への負荷の少ない循環型地域の構築を目指す。

窒素フローによるバイオマス資源循環の評価

イメージ図は平成13年度環境調和型エネルギーコミュニティフィールドテスト事業報告書より

鹿追町バイオマスタウウン構想より

S町・検討モデル2S町・検討モデル1

農地 10,712

蓄積76・溶脱32
化学肥料

106
雨 11
窒素固定 29

脱窒 23

農地投入 131

購入堆厩肥
23

農作物副産物
21

農作物主産物
125

自家堆厩肥

家畜
33

系外出荷 110
53

72

87 0.005

146

0.02

0.002

購入食料
飼料敷料

96

58 94

廃棄 0.2

109

2

2
森林・林業

0

下流域外水域 13

揮散 22

降雨による流出 11

人
1

農地 10,712

蓄積29・溶脱25
化学肥料

57
雨 11
窒素固定 29

脱窒 23

農地投入 125

購入堆厩肥
0

農作物副産物
21

農作物主産物
125

自家堆厩肥
ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄ

家畜
33

系外出荷 89
53

72

104
0.005

146

0.02

0.002

購入食料
飼料敷料

96

37 94

廃棄 0

130

2

2
森林・林業

0

下流域外水域 13

揮散 26

降雨による流出 11

人
1

0.2

インプット量 アウトプット量 フロー量 現存量 [単位：kgN/ha/yr]凡例 ：

減少 増加（ kgN/ha/yr）

バイオマスの有効利用による循環型社会の構築のため、農村
地域では環境保全型農業の推進、農業生産活動による環境負
荷の軽減が重要である。
●窒素フローも用いた地域特性評価、窒素レベル検証。
●耕畜連携、産業間連携による資源循環型社会の構築に向け
た課題点の明確化。
●循環型地域の構築のための支援。

統計データ等基本データの入力

計算結果の見直し
①家畜由来の窒素量見直し
②溶脱量計算手法の見直し

解析プログラムの実行

現況窒素フロー図（モデル1）作成

改善方法
①地域内循環を基本としたフローに変更
（購入堆肥、販売堆肥を系内利用に変更）
②有機性資源のほ場施用分を減肥
③系外へ移動した窒素の系内利用の検討
④廃棄されている窒素の系内利用
⑤溶脱量再計算

改善窒素フロー図（モデル2～3）作成

現況窒素フロー
の評価

改善結果の評価

検討手法の評価
検討内容の評価
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